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私のなりたいヒーロー
大阪・荘司　和奏
　平和をこわす「悪者」とみんなを守る「ヒーロー」が戦い、「ヒーロー」が勝利する、そんなストーリーのアニメや映画は今でも多くの人々の支持を受けている。みんなかっこいいヒーローに憧れる。私もそうだった。だがある日のこと。私の妹が、ヒーローたちの必殺ワザが決まり悪者たちが泣きながら逃げていく、そんなヒーローアニメのワンシーンを見て、こう言った。
「なんかわるもんかわいそーになってきた。ボロボロやん。」

私はこれを聞いた時、はじめ妹が何を言っているのかわからなかった。だってヒーローが悪者に勝ったのだから。普通なら、もっと素直に喜ぶところだ。私は妹になぜ応援していたヒーローが勝ったのに喜ばないのか、と聞いた。妹は、うまく伝えられない自分にイラついたのか最後には、
「よくわからんけど、モヤっとしたの！。」

そうなげやり言って自分の部屋に行ってしまった。私の心にもモヤモヤが残った。どうして「ヒーロー」は「悪者」を助けようとしないのだろう。

それは、私たち人間が無意識に心の中でひいている「境界線」のせいではないかと思う。私たちは常に、この人は「良い人」、「悪い人」と勝手に決めつけて線引きをしてはいないだろうか。

このヒーローと悪者の話にしても私たちが線引きをしたからこそ成り立つ話だと思う。だから、ヒーローは、守るべきみんなの中に「悪者」をふくまなかったんだと思う。

人は常に「善人」と「悪者」に分けられていて、ヒーローが守るのはあくまでも「善人」たちの世界の平和。つまり、「悪人」と呼ばれるようになった人々の居場所はないのだ。もちろん「悪人」と呼ばれるようになったということはそれなりに悪いことをしたのだろう。だからその人たちをかばうとかそんなつもりはない。

ただ、だれだって一度や二度まちがえることはある。大事なのはその後、なのではないだろうか。

一度罪をおこした人を絶対「悪人」と決めつけて線を引くのはちがうと思う。そんな風に「善人」と「悪人」に分けられた世界は、果たして本当の「平和」と言っていいのか。私はだめだと思う。「善人」の世界だけの平和。悪人はかやの外。そんなのは本当の平和とは言わない。

「悪人」と呼ばれるようになってしまった人々を、線で分けられてしまった人々を線のこちら側に導く。今、本当に助けを求めているのは「悪人」と呼ばれるようになってしまった人々なのではないか。今本当に必要とされているのはそんなヒーローなのではないかと思う。そんなヒーローが増えていけば、いつか私たちをわける「境界線」も消えていくと思う。

今の社会は何か、絶対的な「悪」がないと一致団結すらできないように思える。
でも、手をグーではなく、パーにして、そっと手をさしのべられるようなヒーローが増えたら、そして「境界線」がなくなったら、この社会はもっとちがう何かで一致団結できるようになると思う。本当にみんなが幸せな「平和」がおとずれると思う。

　そんな社会を実現していくためにも、私は「グー」ではなく「パー」のヒーローになりたい。
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